溶接試験体の表面残留応力測定結果
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１．概要

日本材料学会・Ｘ材料強度部門委員会・溶接部残留応力測定小委員会より支給されたSM570およびSUS304溶接試験体の表面残留応力測定を行ったので，その結果を以下にまとめる．

２．試験体および測定方法

試験体の外観を図１（SM570-1），図２（SUS304-1）に示す．残留応力測定は両試験体とも溶接ビード上３点，その上下各５点について実施した．ビード幅はSM570-1が約12mm，SUS304-1は約10mmであったため，ビードまわりの測定位置（ビード中心からの距離）は両者で多少異なっている．測定方向は，L方向（ビードに平行な方向）およびT方向（ビードに垂直な方向，素材圧延方向）の２方向とし，試験体の表面は提供状態のままとした．

測定条件を表１に示す．測定位置⑥および⑧（表２，表３参照）はビード上で傾斜があるため，測定箇所の法線ができるだけψ= 0に一致するよう目視にて試験体の傾きを調整した．また，SUS304-1試験体は変形が顕著なため，ビード上の測定と同様に試験体の傾きを調整した．

３．測定結果

SM570-1表面の残留応力測定結果を表２および図３に，SUS304-1表面の残留応力測定結果を表３および図４に示す．

溶接ビードの表面では，母材と比較して測定誤差が大きくなった．特に，SUS304-1は，sin2ψ線図の湾曲やスプリットが目立ったが，ピークの半価幅は母材よりビード表面の方が小さく感じた．

表１　残留応力測定条件

	
	SM570-1
	SUS304-1

	Ｘ線管球
	Mn-K

	管電圧
	20kV

	管電流
	4mA

	回折
	Fe211
	Fe311

	検出器
	Position sensitive MOS linear image sensors

	走査法
	Combined cross-correlation and parabola fit methods

	揺動
	6deg

	測定ψ角
	0, (19, (28, (35deg

	Ｘ線的弾性定数
	162GPa
	153GPa

	コリメータ
	φ3mm


表２　残留応力測定結果（SM570-1）
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表３　残留応力測定結果（SUS304-1）
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図１　SM570-1溶接試験体
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図２　SUS304-1溶接試験体
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図３　残留応力測定結果（SM570-1）
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図４　残留応力測定結果（SUS304-1）
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